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市
立
図
書
館
竹
野
分
館
が
オ
ー
プ
ン

竹
野
総
合
支
所
に
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
を
整
備

▶
一
般
図
書
を
は
じ
め
絵
本
な
ど
子
ど
も
向

け
の
図
書
も
充
実
し
て
い
る
竹
野
分
館 ▲市長に答申書を提出する小浦会長

（中央）と中瀬副会長（右）

「
治
水
祈
念
の
碑
」
除
幕
式

慰
霊
と
治
水
整
備
へ
の
願
い
を
込
め
て

市
総
合
計
画
審
議
会
が
基
本
構
想
を
答
申

将
来
像
は
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
悠
然
と
舞
う　

ふ
る
さ
と
」

▲「治水祈念の碑」に献花する遺族。近くには台風23号
時の浸水水位を示す標柱が立ち、3.2メートルを表示し
ている

　

未
曾
有
の
大
災
害
を
与
え
た
台

風
23
号
か
ら
2
周
年
に
あ
た
る
10

月
20
日
早
朝
、
日
高
町
浅
倉
の
円

山
川
赤
崎
橋
左
岸
で
「
治
水
祈
念

の
碑
」
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
祈
念
碑
は
、
同
地
で
亡
く

な
っ
た
2
人
の
慰
霊
と
、
地
域
住

民
の
治
水
へ
の
願
い
を
明
ら
か
に

し
、
整
備
完
了
ま
で
の
道
の
り
を

後
世
に
残
す
た
め
、
周
辺

6
地
区
で
構
成
す
る
日
高

町
地
区
円
山
川
上
流
直
轄

河
川
改
修
促
進
期
成
同
盟

会
が
地
域
住
民
や
企
業
に

呼
び
か
け
寄
付
金
を
募
っ

て
建
立
し
た
も
の
で
す
。

高
さ
2
・
8
メ
ー
ト
ル
の

石
碑
の
裏
面
に
は
、
亡
く

な
ら
れ
た
2
人
の
氏
名
と

と
も
に
治
水
整
備
へ
の
願

い
と
誓
い
を
込
め
た
説
明

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

除
幕
、
黙
祷
の
後
、
遺

族
を
代
表
し
、
妻
の
美
加

さ
ん
を
亡
く
し
た
周
藤
和
正
さ
ん

が
「
君
に
会
い
に
来
る
場
所
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
碑
の
建
立
に
お

力
添
え
を
い
た
だ
い
た
多
く
の
方

に
感
謝
し
ま
す
。
二
度
と
あ
の
よ

う
な
こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
治
水

対
策
が
進
ん
で
い
く
こ
と
を
望
み

ま
す
」と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
る
と
、

遺
族
や
参
列
者
は
涙
を
浮
か
べ
、

誓
い
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
31
日
、
豊
岡
市
総
合
計
画

審
議
会
（
会
長
＝
小
浦
久
子
・
大

阪
大
学
大
学
院
助
教
授
）
が
、
今

後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

と
な
る
「
豊
岡
市
基
本
構
想
」
に

つ
い
て
市
長
に
答
申
し
ま
し
た
。

　

構
想
で
は
、
ま
ち
の
将
来
像
を

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
悠
然
と
舞
う　

ふ

る
さ
と
」
と
し
、
市
民
・
団
体
・

企
業
・
行
政
を
は
じ
め
、
ま
ち
に

関
わ
る
人
々
を
「
私
た
ち
」
と
し
、

共
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ

と
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
取

組
み
を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
、
さ

ら
に
拡
大
さ
せ
な
が
ら
協
働
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
な
ど

を
特
徴
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
11
月
に
開
催
し
た
住

民
説
明
会
で
の
意
見
な
ど
を
取
り

入
れ
、
本
答
申
を
も
と
に
市
と
し

て
の
成
案
を
作
成
し
、
12
月
の
定

例
市
議
会
に
提
案
し
ま
す
。ま
た
、

基
本
構
想
を
よ
り
具
体
化
し
た

「
基
本
計
画
」「
実
施
計
画
」
も
今

年
度
中
に
策
定
し
、
来
年
4
月
か

　

10
月
27
日
、
市
立
図
書
館
竹
野

分
館
が
竹
野
総
合
支
所
3
階
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

支
所
の
利
活
用
と
地
域
の
に
ぎ

わ
い
の
拠
点
づ
く
り
と
し
て
旧
議

会
関
係
部
分
を
改
修
し
て
整
備
し

た
も
の
で
、
延
べ
面
積
約
3
6
0

平
方
メ
ー
ト
ル
の
フ
ロ
ア
ー
に
閲

覧
席
を
は
じ
め
、
学
�
�
、
�
本

、
学
�
�
、
�
本

学
�
�
、
�
本

の
読
み
聞
か
せ
な
ど
多
目
的
に
利

用
で
き
る
「
お
は
な
し
の
部
屋
」

を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

蔵
書
数
は
約
1
万
2
千
冊
で
、

パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

蔵
書
の
検
索
や
予
約
も
で
き
ま

す
。
ま
た
、
図
書
施
設
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
市
内
の

図
書
館
（
本
館
、
分
館
）
の
資
料

も
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

開
館
時
間
は
午
前
10
時
か
ら
午

後
6
時
ま
で
、
毎
週
火
曜
日
は
休

館
で
す
。
竹
野
地
域
の
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
、
利
用
く
だ
さ
い
。

ら
新
し
い
「
総
合
計
画
」
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

予
定
で
す
。
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市
議
会
役
員
人
事
決
ま
る

議
長
に
古
谷
さ
ん
、
副
議
長
に
森
本
さ
ん

忠
臣
蔵
サ
ミ
ッ
ト
交
流
会
議

全
国
か
ら
忠
臣
蔵
ゆ
か
り
の
ま
ち
が
集
い
交
流
を
深
め
る

「
豊
岡
鞄
」
の
商
標
登
録
認
定

「
豊
岡
鞄
」
が
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
大
き
く
前
進

　

10
月
27
日
、
地
域
名
と
商
品
名

を
組
み
合
わ
せ
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド

の
商
標
登
録
を
可
能
に
し
た
「
地

域
団
体
商
標
制
度
」
の
第
一
弾
の

発
表
が
特
許
庁
か
ら
あ
り
、
市
内

の
鞄
業
者
65
社
で
組
織
さ
れ
る
県

鞄
工
業
組
合（
高
島
茂
広
理
事
長
）

が
出
願
し
て
い
た
「
豊
岡
鞄
」
が

県
内
ト
ッ
プ
を
き
っ
て
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
選
ば
れ
た
の
は
4
月
に
申

請
の
あ
っ
た
3
7
4
件
の
う
ち
52

件
で
、
そ
の
ほ
か
に
「
長
崎
カ
ス

テ
ラ
」「
有
田
み
か
ん
」
な
ど
も

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

同
組
合
は
、「
豊
岡
鞄
」
の
よ

り
一
層
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の

浸
透
を
目
指
し
、
本
制
度
の
ス
タ

ー
ト
に
先
駆
け
て
、
昨
年
、
地
域

ブ
ラ
ン
ド
委
員
会
を
設
立
。
ブ
ラ

ン
ド
の
品
質
基
準
を
守
る
こ
と
な

ど
を
誓
約
す
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

（
公
約
）
制
度
の
導
入
や
製
品
の

審
査
会
な
ど
を
実
施
し
、
品
質
向

上
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
商

標
登
録
を
も
と
に
、さ
ら
な
る「
豊

岡
鞄
」
の
飛
躍
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

11
月
14
日
、
市
議
会
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
、
議
会
役
員
が
改
選
さ

れ
ま
し
た
。

　

議
長
に
古
谷
修
一
さ
ん
、
副
議

長
に
森
本
陸
夫
さ
ん
、
議
員
選
出

議
員
選
出
選
出

の
監
査
委
員
に
川
口　

匡
さ
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
委
員
会
の
委
員
長
、

副
委
員
長
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

　

10
月
21
日
、
忠
臣
蔵
に
ゆ
か
り

の
あ
る
自
治
体
が
交
流
を
深
め
る

「
第
18
回
忠
臣
蔵
サ
ミ
ッ
ト
」
を

出
石
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

豊
岡
で
は
2
回
目
と
な
る
本
サ

ミ
ッ
ト
に
は
、
義
士
親
善
友
好
都

市
に
加
盟
す
る
赤
穂
市
や
愛
知
県

吉
良
町
な
ど
12
市
区
町
の
首
長
や

関
係
者
な
ど
が
参
加
。
当
日
は
、

出
石
の
中
野
勘
太
郎
一
座
に
よ
る

芝
居
「
大
石
り
く―

女
忠
臣
蔵
」

や
�
本
作
家
・
永
田　

萠
さ
ん
の

講
演
を
行
う
と
と
も
に
、「
男
女

共
同
参
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」を

テ
ー
マ
に
し
た
交
流
会
議
な
ど
を
通

し
て
情
報
交
換
を
図
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
義
士
親
善
友
好
都

市
と
は
、
災
害
時
に
食
料
や
飲
料

水
、
資
機
材
な
ど
の
提
供
、
職
員

の
派
遣
な
ど
を
相
互
に
行
う
災
害

応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

▲大石りくにちなんで「女性」をテーマ
に開催された忠臣蔵サミット

▶
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定
さ
れ
た
「
豊

岡
鞄
」。
市
内
で
は
、
じ
ば
さ
ん
但

馬
で
販
売
さ
れ
て
い
る

◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長

■
常
任
委
員
会

【
企
画
総
�
委
員
会
�

企
画
総
�
委
員
会
��

◎
野
口　

逸
敏
、
○
芝
地　

邦
彦

【
市
民
�
�
委
員
会
�

市
民
�
�
委
員
会
��

◎
奥
村　

忠
俊
、
○
稲
垣
の
り
子

【
�
教
委
員
会
�

�
教
委
員
会
��

◎
上
坂　

正
明
、
○
広
川　

善
徳

【
建
設
�
�
委
員
会
�

建
設
�
�
委
員
会
��

◎
谷
口　

勝
己
、
○
椿
野　

仁
司

■
議
会
運
営
委
員
会

◎
綿
貫　

祥
一
、
○
木
谷　

敏
勝

■
特
別
委
員
会

【
議
会
広
報
特
�
委
員
会
�

議
会
広
報
特
�
委
員
会
��

◎
森
井　

幸
子
、
○
門
間　

雄
司

【
災
害
�
旧
・
�
�

災
害
�
旧
・
�
�

調
査
特
�
委
員
会
��

◎
芝
地　

邦
彦
、
○
升
田　

勝
義

【
交
通
�
�
�
調
査
特
�
委
員
会
�

交
通
�
�
�
調
査
特
�
委
員
会
��

◎
稲
垣
の
り
子
、
○
森
田　

健
治

【
基
本
構
想
審
査
特
�
委
員
会
�

基
本
構
想
審
査
特
�
委
員
会
��

◎
吉
岡　

正
章
、
○
�
田　

嗣
久

監査委員
川口　　匡

副議長
森本　陸夫

議　長
古谷　修一


